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資料２ ２ 対象とする災害と災害廃棄物について

 長岡平野西縁断層について説明をいただきました。

 寺泊等隣接の地のことだったかと思い、その折は思いつかな

かったのですが、寺泊隣接の地となると燕市になるのではない

かと思い、再度質問させていただきます。

私の浅学の記憶では、新潟には他に角田山あたりの活断層が

あるわけですが、そこは各々の項目に達しない程のデーターで

あるのか教えていただければ幸いです。

 他の委員の質問で、費用等についてはまだそこまでの検討は

していないとのことでした。

 ことさら、市民の税金等に関わってきますと、その額は多大

なものとも推測できます。

長岡平野西縁断層帯は、長岡から新潟まで長く続いている

断層帯で、委員ご指摘のとおり角田山周辺に位置しているも

のです。新潟市に大きな規模の地震を発生させる可能性があ

るため、災害廃棄物処理計画策定の対象としています。 

また、費用面についてですが、大規模な災害が発生し、被

害が甚大になった場合は、災害対策基本法に基づく激甚災害

指定がされ、国の補助金や交付金などで、ごみ処理に必要な

費用の大半が国費となる措置があります。 

災害廃棄物を迅速かつ適正に処理することは、市民生活を

早期に復旧・復興のために重要ですので、災害発生時に即応

できる体制を整備するとともに、災害廃棄物の資源化手順等

を示した災害廃棄物処理計画を策定するものです。 

資料以外 プラスチックによる海洋汚染について

 １０月２９日（木）ＮＨＫクローズアップ現代「海に漂う見

えないごみ」を途中から見たのですが、プラスチックの海洋で

の汚染についての放映でした。

 大変参考になり、説得力のある内容でしたので、是非今後の

廃棄物対策の中で（イベントなど）で取り上げ、放映していた

だけると、ごみ問題について真剣に市民に分かっていただける

のではと思い提案させていただきます。いかがでしょうか。

 プラスチックごみによる海洋汚染は、国でも研究されてお

り、大きな問題として認識されています。 

本市においてもごみの適正処理については、市民・事業者

の皆様の協力が不可欠であるため、今後も、様々な角度から

広報していくことにより、意識啓発に努めてまいります。 
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